にう かべた。 その どこかに、 ツルが つくった ところの 

この 世の ものなら ぬ 美し さ を ひめた 花の パノラマが あ 

なんきんだま ありさま 

る こと を 思った。 その 花や 南京玉の 有様が 手に とる よ 

うに 閉じた 眼に みえた。 

じょ-つやと ラ 

朝起きる とすぐ 私 は 常 夜燈の 下へ いってみ た。 そし 

て ひとりで ツルの かくした 花 を さがした。 息 を はずま 

せながら。 まるで 金で もさが すよう に。 だが ついにみ 

つからなかった。 

それから 以後 たびたび 思い出して は そこへ い つ て さ 

がした。 花 はもう しおれ はてて いるだろう という こと 

はすこし も 考えなかった。 いつでも 眼 を 閉じさえ すれ 
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